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「
認
知
症
高
齢
者
・
孤
立
し
が
ち
な
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
こ
と
と
は
」 

○ 関わりを拒否している

高齢者、認知症の人への

対応。 

○ 認知症高齢者への地域

の理解及び助け合いの

ネットワークの形成。 

○ 認知症の対応、認知症世

帯に対する地域住民の

支援。 

○ 高齢者のみ世帯への対

応。 

○ 関わりを拒否する高齢

者（孤立した方）の対応。 

○ 精神的な課題を抱えた

高齢者、精神的な課題を

抱えた家族への対応。 

○ 認知症世帯に対する周

囲の住民の支援。 

○ 認知症高齢者の金銭管

理。 

検討内容 

○ 地域で暮らし続けるために何が

必要か、地域の人と共に検討。 

○ 「独居、高齢者のみ世帯の増加」

「認知症高齢者の増加」に伴う

それぞれの立場から見える課題

の把握・意見交換。 

○ 意味のある地域ケア会議の開催

及び活用について。 

○ ｢住み慣れた町で自分らしく暮

らすために、認知症になっても

住み慣れた地域での生活を継続

していくために地域で何ができ

るのか｣ 

○ 地域の現状と今後の取り組みに

ついて、地域の方々と地域包括

との意見交換を通し、地域で認

知症の方を包括的に支援する体

制づくり等の構築を目指す。 

○ 高齢者の方が、地域で暮らし続

けるために何が必要か、地域の

人と共に検討。 

○ 高齢者の見守りについて 

 

○ 早期発見と対処につながる地域住民と

専門職・行政間の連携が重要。 

○ 認知症当事者や家族だけでなく、認知

症予備軍世代の人も含めた幅広い施策

や活動の周知・アピールが必要。 

○ 認知症に限らず「市民が集う垣根の低

い場所」を開拓していく。 

○ 孤立者・認知等諸問題の早期発見と連

携づくり。 

○ 認知症を含む高齢者を支える地域づく

りを進めていくために、地域包括支援

センターと地域でさらに協働していく

必要がある。 

○ 高齢者のみ世帯、一人暮らし、認知症

の人が増えている中で、何とかしなけ

ればならないという意識を皆が持って

いるが、何から始めれば良いかが分か

らないという状況がある。 

○ お互いに顔が見える関係作り、さりげ

ない見守りが必要。 

○ 自治会組織力の低下。 

○ プライバシー・個人情報保護。 

抽出された主な課題 
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平成 27 年度 小平市 地域型地域ケア会議 実績報告          西圏域 （    けやきの郷      ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 
□個別課題 

■地域課題 

５月 ①住み慣れた町で自分らしく

暮らすために、認知症になって

も住み慣れた地域での生活を

継続していくために地域で何

ができるのか。 

②地域の現状と今後の取り組

みについて、地域の方々と包括

との意見交換を通し、地域で認

知症の方を包括的に支援する

体制づくり等の構築を目指し、

開催する。 

民生委員児童委員・自治会会

長・地域包括けやきの郷 

・民生委員や自治会会長それぞ

れの地域の情報を交換。共通す

る課題についての認識を共有

することができた。 

・認知症サポーター養成講座な

どを開催し、地域で認知症サポ

ーターを増やしていくことを

周知した。 

・地域力が重要。 

・包括は積極的にアウトリーチ

を行い、側面支援を実施してい

く。 

・認知症を含む高齢者を支え

る地域づくりを進めていく為

に、包括と地域でさらに協働

していく必要あり。 

２ 

□個別課題 

■地域課題 

 

※小川ホー

ムと合同開

催 

６月 

 

 

高齢者が安心して生活できる

地域づくり。 

①地域における利用者を支え

るための連携は、まずは顔の見

える関係づくり。 

②「独居、高齢者のみ世帯の増

加」「認知症高齢者の増加」に

伴うそれぞれの立場から見え

る課題の把握・意見交換。 

③意味のある地域ケア会議の

開催及び活用について。 

自治会・民生委員児童委員・大

学教授・小平西ネット・訪問看

護ステーション・居宅介護支援

事業所・訪問介護・公民館・高

齢者支援課・地域包括けやきの

郷・地域包括小川ホーム 

・早期発見と対処につながる地

域住民と専門職・行政間の連携

の重要性。 

・当事者、家族だけでなく予備

軍世代の人も含め幅広い施策

や活動の周知・アピール 

・認知症に限らず「市民が集う

垣根の低い場所」を開拓してい

く。 

 

・孤立者・認知等諸問題の早

期発見と連携。 
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西圏域 （     けやきの郷      ） 

  

 
会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

３ 
□個別課題 

■地域課題 

７月 ①住み慣れた町で自分らしく

暮らすために、認知症になって

も住み慣れた地域での生活を

継続していくために地域で何

ができるのか。 

②地域の現状と今後の取り組

みについて、地域の方々と包括

との意見交換を通し、地域で認

知症の方を包括的に支援する

体制づくり等の構築を目指し、

開催する。 

民生委員児童委員 4 名・地域包

括けやきの郷 3 名 

・少人数であったため、それぞ

れの意見をゆっくりと聞くこ

とができ、けやきの郷の圏域で

起きている事柄や、民生委員の

方の心配事などを、お互いに情

報を共有することができた。 

・今後も、民生委員・包括と協

同していきながら、認知症高齢

者をはじめとする独居・高齢者

のみ世帯などを支援していく

ことを確認できた。 

・認知症を含む高齢者を支え

る地域づくりを進めていく為

に、包括と地域でさらに協働

していく必要あり。 
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平成 27年度 小平市 地域型地域ケア会議 実績報告          中央西圏域（   小川ホーム     ） 

 

  

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 

□個別課題 

■地域課題 

 

※けやきの

郷と合同開

催。 

６月 

 

 

高齢者が安心して生活できる

地域づくり。 

①地域における利用者を支え

るための連携は、まずは顔の見

える関係作り。 

②「独居、高齢者のみ世帯の増

加」「認知症高齢者の増加」に

伴うそれぞれの立場から見え

る課題の把握・意見交換。 

③意味のある地域ケア会議の

開催及び活用について。 

自治会・民生委員児童委員・大

学教授・小平西ネット・訪問看

護ステーション・居宅介護支援

事業所・訪問介護・公民館・高

齢者支援課・地域包括小川ホー

ム・地域包括けやきの郷 

・早期発見と対処につながる地

域住民と専門職・行政間の連携

の重要性。 

・当事者、家族だけでなく予備

軍世代の人も含め幅広い施策

や活動の周知・アピール 

・認知症に限らず「市民が集う

垣根の低い場所」を開拓してい

く。 

 

・孤立者・認知等諸問題の早

期発見と連携。 
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平成 27 年度 小平市 個別型地域ケア会議 実績報告          中央西圏域（    小川ホーム    ） 

 
会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 
■個別課題 

□地域課題 

５月 ①認知症で暴力的、暴言があ

り、地域に迷惑をかけてしま

う方の今後の生活について。 

②最近の状況と課題の共有、今

後の支援の方向性について。 

地域支援担当・生活保護担当・

権利擁護センター・後見人候補

者・担当ケアマネ・訪問看護・

シルバーピア生活協力員・地域

包括小川ホーム 

・認知症やそれに伴う問題行動

がある方を地域で支えるため

に、現状の課題を関係者で共有

し、具体的に各関係者の役割を

明確化させることが出来た。 

・利用者の今後の支援の方向性

について、関係者で確認するこ

とが出来た。 

・認知症独居高齢者の在宅生

活を支えていくために、関係

者の支援の役割分担。 

２ 
■個別課題 

□地域課題 

６月 ※５月からの継続ケース。 

①認知症で暴力的、暴言があ

り、地域に迷惑をかけてしま

う方の今後の生活について。 

②最近の状況と課題の共有、今

後の支援の方向性について。 

地域支援担当・生活保護担当・

権利擁護センター・後見人候補

者・保健所・担当ケアマネ・地

域包括小川ホーム 

・認知症やそれに伴う問題行動

がある方を地域で支えるため

に、現状の課題を関係者で共有

し、具体的に各関係者の役割を

明確化させることが出来た。 

・利用者の今後の方向性や方法

について、関係者で確認するこ

とが出来た。 

・認知症独居高齢者の在宅生

活を支えていくために、関係

者の支援の役割分担の明確

化。 

・認知症高齢者への地域の理

解及び助け合いのネットワー

クの形成が課題。 

３ 
■個別課題 

□地域課題 

７月 ※５、６月からの継続ケース。 

①認知症で暴力的、暴言があ

り、地域に迷惑をかけてしま

う方の今後の生活について。 

②最近の状況と課題の共有、今 

後の支援の方向性について。 

本人・生活保護担当・権利擁護

センター・後見人候補者・担当

ケアマネ・地域包括小川ホーム 

・認知症やそれに伴う問題行動

がある方を地域で支えるため

に、現状の課題を関係者で共有

し、具体的な役割が明確にでき

た。また、利用者の今後の方向

性や方法について、関係者で確

認できた。 

・認知症独居高齢者の在宅生

活を支えていくために、関係

者の支援の役割分担の明確

化。 

・認知症高齢者への地域の理

解及び助け合いのネットワー

クの形成が課題。 

 



6 

 中央西圏域（      小川ホーム      ） 

 

 

  

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

４ 
■個別課題 

□地域課題 

７月 ①同居する息子の病的な新聞

収集癖の為、退院後の静養がで

きず病状悪化が必至で入退院

の繰り返しになる可能性が高

い高齢女性の今後について。 

⇒利用者の病状悪化予防と安

全な在宅生活の確保 

担当医師・医療連携看護師・ 

本人・長女・長男・地域支援担

当・担当ケアマネ・地域包括小

川ホーム 

 

・同居の息子へ対しての遠慮す

る気持ちが長女、長男にあるこ

とが確認できた。 

・具体的な対応策を話合うこと

ができた。 

・現状を打開するために、課

題は大きいが現状を打開する

ための道筋は付けられた。 

・精神的な問題を抱えた子供

と同居する高齢者家族の支援

について。 

・問題化している集合住宅（都

営）の管理について住宅供給

公社や防災上の視点で消防署

などとも連携が取れるシステ

ムつくり。 
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平成 27 年度 小平市 地域型地域ケア会議 実績報告            中央圏域 （  中央センター  ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 

□個別課題 

■地域課題 

 

 

１０月 高齢者の方が孤立せず安心し

て暮らすために必要な見守り

について考える。 

 

民生委員児童委員・見守りボラ

ンティア・居宅介護支援事業

所・訪問介護・ボランティアセ

ンター・地域支援担当・包括中

央センター 

・地域より、小グループを作り、

お互いの見守りを推進したい

との意見が挙がった。 

・地域の繋がりづくりの場（サ

ロンや地域のまつりなどの活

用）を創設したい。 

・既存の施設・資源を活用し、

地域住民も参加できる場所を

つくりたい。 

・市報以外にも情報を伝えてい

く、市民掲示板などを作って欲

しい。 

・プライバシーや個人情報保護

の観点から連携が難しいこと

がある。 

・自治会組織力が低下してい

る。（宅地化が進み、新たな住

民と今までの住民との交流が

分断されている。） 
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平成 27 年度 小平市 個別型地域ケア会議 実績報告            中央圏域（  中央センター   ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 
■個別課題 

□地域課題 

９月 ①アルコール過剰摂取による

病状の悪化。 

②セクハラのような発言がも

たらすサービス提供の滞りの

可能性。 

③介護保険が利用できなくな

った場合の代替となる支援に

ついて。 

本人、担当ケアマネ、訪問介護

ｻｰﾋﾞｽ提供責任者、訪問看護管

理者、保健所、地域支援担当、

地域包括中央センター 

 

・本人の意向について、支援者

一同で情報共有をし、合意が図

れた。 

・今後の支援について、役割分

担を行えた。 

・日常生活上リスクが高い利用

者に対して、方向性を明確にし

たことで、支援する事業所の不

安・精神負担が軽減された。 

・どの制度にも当てはまらな

くなる利用者の支援体制につ

いて。 

・現役世代の利用者への就労

支援。 

・アルコール依存症患者の集

える場の拡大。 
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平成 27 年度 小平市 地域型地域ケア会議 実績報告         中央東圏域 （ 多摩済生ケアセンター   ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 

□個別課題 

■地域課題 

 

※小平健成

苑と合同開

催。 

７月 ①地域で暮らし続けるために

何が必要か、地域の人と共に検

討。 

 

自治会長、地区民生委員、見守

りボランティア、地域住民、薬

局、公民館長、居宅介護支援事

業所、基幹型地域包括、地域包

括多摩済生ケアセンター、地域

包括小平健成苑 

 

・高齢者のみ世帯、一人暮らし、

認知症の人が増えている中で、

何とかしなければならないと

いう意識を皆が持っていると

感じた。ただ、何から始めれば

良いかが分からないという意

見があった。お互いに顔が見え

る関係作り、さりげない見守

り、気軽に立ち寄れる場所など

が必要。 

・関わりを拒否している高齢

者、認知症の人への対応。 
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平成 27 年度 小平市 個別型地域ケア会議 実績報告        中央東圏域（   多摩済生ケアセンター   ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 
■個別課題 

□地域課題 

４月 ①妄想性障害の男性の退院・

在宅での支援について。 

②支援を拒否しているため、在

宅生活支援受け入れ態勢をど

のようにしていくか検討。 

主治医、病院看護師、担当ケア

マネ、基幹型地域包括、地域包

括多摩済生ケアセンター 

 

・訪問看護導入し、状況把握後

訪問介護や通所介護利用につ

なげる。 

・在宅生活がどこまで可能かど

うか判断していく。 

 

・精神障害対応、認知症対応、

高齢者のみ世帯対応。 

２ 
■個別課題 

□地域課題 

５月 ①認知症夫婦の生活、金銭管

理について。 

②今後の役割分担とこの夫婦

への支援のあり方について確

認。 

権利擁護センター・担当ケアマ

ネ、知人、生活保護担当、地域

包括多摩済生ケアセンター 

・妻は権利擁護事業が関わりを

持つようになり、今後契約の方

向で動いている。 

・サービス利用も十分とはいえ

ないが、少しずつ同意を得なが

ら利用開始している。 

 

・認知症世帯に対する周囲の

住民の支援について。 

・サービス事業者と住民の連

携について。 

３ 
■個別課題 

□地域課題 

８月 誤嚥、窒息のリスクが高い利

用者への支援について。 

① 嚥下評価時の確認事項。家

族同席の促し。評価時の食

事準備の打診について。 

② 嚥下評価後の対応につい

て。 

 

保健所、地域支援担当、基幹型

地域包括、地域包括多摩済生ケ

アセンター、担当ケアマネ、訪

問介護、訪問リハビリ 

 

・準備不足で再評価を予定。 

・訪問介護援助時のみだが、嚥

下評価の結果をふまえた介助

できており、食事時間の短縮、

むせの軽減、食事量確保はでき

るようになり、今のところ本人

の負担軽減が図れている。 

 

・本人、家族の要望と現状が合

わない場合の事業所のリスク

マネジメントについて。 
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中央東圏域（   多摩済生ケアセンター   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

４ 
■個別課題 

□地域課題 

１０月 誤嚥窒息のリスクが高い利用

者への支援について。 

① 各サービス事業所の対応に

ついて確認。 

② 今後の支援に当たっての確

認。 

保健所、地域支援担当、基幹型

地域包括、地域包括多摩済生ケ

アセンター、担当ケアマネ、訪

問介護、訪問リハビリ 

次回の介入ポイントの確認、今

後の方針の確認が明確になっ

た。 

支援の基本姿勢の再確認がで

きた。 

・本人の状態と家族の要望に大

きなずれや変化が生じてきた

場合の、事業所のリスクマネジ

メントについて。 
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平成 27 年度 小平市 地域型地域ケア会議 実績報告          東圏域 （    小平健成苑     ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 

□個別課題 

■地域課題 

 

※多摩済生

ケアセンタ

ーと合同開

催。 

７月 ①地域で暮らし続けるために

何が必要か、地域の人と共に検

討。 

 

自治会長、地区民生委員児童委

員、見守りボランティア、地域

住民、薬局、公民館長、居宅介

護支援事業所、基幹型地域包

括、地域包括多摩済生ケアセン

ター、地域包括小平健成苑 

 

・高齢者のみ世帯、一人暮らし、

認知症の人が増えている中で、

何とかしなければならないと

いう意識を皆が持っていると

感じた。ただ、何から始めれば

良いかが分からないという意

見があった。お互いに顔が見え

る関係作り、さりげない見守

り、気軽に立ち寄れる場所など

が必要。 

 

・関わりを拒否している高齢

者、認知症の人への対応。 
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平成 27 年度 小平市 個別型地域ケア会議 実績報告        東圏域（     小平健成苑        ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

１ 
■個別課題 

□地域課題 

４月 認知症高齢者と同居の長男の

相互暴力と、今後の生活につ

いて。 

①本人の認知症状悪化に伴う

長男のストレスと身体的暴力

の増加。 

②本人の資産（自宅）や年金等

経済的な問題について。 

 

長男・地域支援担当・基幹型地

域包括・地域包括小平健成苑 

 

・長男自身の暴力の自覚、今後

の生活についての不安を関係

機関の共通理解とする。 

・基幹型地域包括より、自宅売

却、成年後見制度について助言

を得ていく。 

・区分変更申請、入所申請によ

り長男の精神的な介護負担を

軽減する。 

・認知症高齢者夫婦と精神疾

患のある子の同居世帯で生じ

る問題について。 

２ 
■個別課題 

□地域課題 

４月 ※上記の継続ケース 

 

認知症高齢者と同居する長男

からの暴力と、今後の生活に

ついて。 

①本人の認知症状悪化に伴う

長男のストレスと身体的暴力

の増加。 

②本人の資産（自宅）や年金等

経済的な問題について。 

 

地域支援担当・基幹型地域包

括・地域包括小平健成苑 

 

・長男からの身体的・経済的虐

待であるという認識を関係機

関で共有した。 

・長男の同居の有無に関わら

ず、本人の在宅生活の継続は困

難と判断、施設入所を念頭にお

いた対応を共通理解とする。 

・長男の経済的自立が問題の根

本にあることを共通理解とす

る。 

・認知症高齢者夫婦と精神疾

患のある子の同居世帯で生じ

る問題について。 
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 東圏域（     小平健成苑        ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

３ 
■個別課題

□地域課題 

４月 ①認知症、精神障害を持つ利

用者、今後の支援について。 

 

主治医・病院相談員・基幹型地

域包括・通所介護相談員・担当

ケアマネ、地域包括小平健成

苑・訪問介護担当・地域支援担

当 

 

・本人の認知症状も進み金銭管

理が困難さ、妹への暴力などを

参加者で確認をし、入院の必要

性、在宅生活の困難さ、介護者

の負担の増大を関係機関で共

通理解出来た。 

・今後は入院に向けて妹様への

理解をしてもらうための会議

を開催していく。 

 

・親子での認知症、利用者は

統合失調症があり、妹が主介

護者としてつぶれない、うつ

症状を悪化させない。妹のサ

ポートをしながら各関係機関

と連携しながら課題を解決し

ていく必要がある。 

４ 

■個別課題 

□地域課題 

 

５月 ※上記の継続ケース 

 

①認知症、精神障害を持つ利

用者、今後の支援について。 

 

妹・基幹型地域包括・母担当ケ

アマネ、本人担当ケアマネ、地

域包括小平健成苑・訪問介護担

当・地域支援担当・障がい者支

援 

 

・本人の認知症状も進み金銭管

理の困難さ、妹への暴力などを

参加者で確認をし、入院の必要

性、在宅生活の困難さ、介護者

の負担の増大を関係機関で共

通理解出来た。 

・今後は妹様のサポートをしな

がら入院の方向で支援してい

くが、「在宅でできれば面倒も

みたかった」との妹の思いも関

係者で受け止めながら支援し

ていく。 

・親子での認知症、利用者は

統合失調症があり、妹が主介

護者としてつぶれない、うつ

症状を悪化させない。妹のサ

ポートしながら各関係機関と

連携して課題を解決していく

必要がある。 

 

 



15 

東圏域（     小平健成苑        ） 

 会議種別 実施月 検討内容 参加機関 開催結果 地域で共有したい課題 

５ 
■個別課題 

□地域課題 

１０月 精神疾患のある長女と同居す

る認知症高齢者のサービス調

整・金銭管理について。 

本人担当ケアマネ・訪問介護担

当・訪問看護担当・障がい相談

支援事業所相談員・障がい作業

所施設長・障がい者支援担当・

権利擁護センター・地域包括小

平健成苑 

① 本人の訪問介護については

借金による利用拒否がある

ため、金銭的問題解決後に

検討予定。市内在住の二女

に服薬確認、金銭管理への

関わりを要請していく。 

② 本人、長女の了解が得られ

た後、権利擁護センター、

包括支援センター職員が訪

問し、今後の金銭管理方法

について相談していく。 

認知症高齢者と精神疾患のあ

る同居家族の生活支援につい

て。 

認知症高齢者の金銭管理につ

いて。 

 


